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２０１９年度 総務省「５Ｇ総合実証試験」の成果について 

～地方創生に貢献する多様な５Ｇの１２のユースケースに関する実証～ 

 

 株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、総務省の令和元年度５Ｇ総合実証試験※１の取り組みにおいて、 

昨年度 ※ ２に引き続き２０１９年１０月から２０２０年３月の期間に、総務省が昨年実施した           

「５Ｇ利活用アイデアコンテスト」※３の上位入賞を果たしたアイデアをもとに３７の自治体、企業、大学などの

各パートナーと協力し、さまざまな地域課題の解決に貢献する５Ｇのユースケースの実現性を検証する  

ため、５Ｇを活用した１２の実証試験および超高速移動環境における電波伝搬特性の測定を実施しました。 

 

ドコモが実施主体となり総務省より請け負った試験グループＧⅠ「屋外環境において複数基地局、複数

端末の環境下で平均４－８Ｇｂｐｓの超高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの技術的条件等

に関する調査検討」では、４．５ＧＨｚ帯および２８ＧＨｚ帯の５Ｇ無線装置を用いた医療・介護／観光／   

労働力／教育／モビリティの５つの応用分野におけるサービス・アプリケーションの実証試験を全国各地で

実施しました（表１・図１）。 

 

 

表１．試験グループＧⅠの実証試験実施概要 

応用分野 実施場所 ５Ｇを活用した実証試験概要 

医療・介護 

和歌山県日高川町 

など 

１－１－① 

５Ｇを活用した高度遠隔移動診療に関する実証試験 

高性能な医療機器を搭載した移動診療車と共に派遣された医師が５Ｇを介して 

遠隔地の専門医の助言を得ながら行う遠隔診療の実証。 

群馬県前橋市 

１－１－②  

５Ｇを活用した救急搬送高度化に関する実証試験 

救急搬送時における救急車・ドクターカー・救急病院に加えかかりつけ医を含め

た複数拠点での、５Ｇを介した情報連携に関する実証。 

広島県広島市 

１－１－③ 

５Ｇを活用した高精度顔認証およびセンサによる見守り・行動把握に関する実証試験 

介護施設において５Ｇを介した映像伝送により、来訪者の顔認証を活用し、  

アレルギーなどを通知する禁食アラートや摂食量の自動計測に関する実証。 

観光 

宮城県仙台市 

１－２－① 

５Ｇを活用したリアルタイムクラウド編集・中継ソリューションに関する実証試験 

遠隔地からのカメラ映像を５Ｇを介して「ドコモオープンイノベーションクラウドＴＭ」

上に構築されたクラウド中継ソリューションへ伝送する実証。 

沖縄県名護市他 

１－２－② 

５Ｇ×ＢｏｄｙＳｈａｒｉｎｇを活用した沖縄県の観光振興に関する実証試験 

カヤックロボットシステムによる５Ｇを介した高精細映像に加え、水の抵抗や重さ

の感覚、カヤックの傾きなどをリアルタイムに遠隔地へ伝送する実証。 

トピックス 



 

またドコモは、ＮＴＴコミュニケーションズが実施主体となった試験グループＧⅡ「移動時において複数  

基地局、複数端末の環境下で平均１Ｇｂｐｓを超える高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの  

技術的条件等に関する調査検討」にも参画し、４．５ＧＨｚ帯および ２８ＧＨｚ帯の５Ｇ無線装置を用いて、 

電車や除雪車などを想定した移動体に対する無線アクセスに関する試験を行い、４つの応用分野における

実証試験の実施（表２）および超高速移動環境における電波伝搬測定を実施しました。（図１）。 

 

 

表２．試験グループＧⅡの実証試験実施概要 

 

 

 

 

労働力 愛媛県今治市 

１－３－① 

５Ｇを活用した高技能工員の労働安全確保に関する実証試験 

造船所のクレーンの運転台から死角となる場所の高精細映像を５Ｇを介して 

運転台に表示することによる安全な作業環境の実現に関する実証。 

教育 岐阜県中津川市 

１－４－① 

５Ｇを活用した伝統芸能の伝承（遠隔教育）に関する実証試験 

伝統芸能である地歌舞伎における細かな所作などの演技指導を、双方向の４Ｋ

高精細映像を５Ｇを介して伝送し、複数の教室で同時に実施する実証。 

モビリティ 岐阜県中津川市 

１－５－① 

５Ｇを活用した音の視覚化による生活サポートに関する実証試験 

スマートグラスを利用し、５Ｇを介して周囲の音の情報をサーバに送信し視覚化

した情報を通知することによる、聴覚障がい者向けの生活支援サービスの  

可能性に関する実証。 

応用分野 場所 ５Ｇを活用した実証試験概要 

モビリティ 大分県大分市他 

２－１－① 

５Ｇを活用した濃霧の中での運転補助に関する実証試験 

赤外線を用いて熱を可視化できるサーマルカメラと画像認識を活用し、視界不明瞭

な濃霧の中でも車線や前方の車両を運転手が認識可能な、運転支援システムの

可能性についての実証。 

防災・減災 大阪府大阪市 

２－２－① 

５Ｇを活用した地下鉄安全確保支援に関する実証試験 

鉄道の地下駅において５Ｇを介した映像伝送と画像解析を活用した車両内や   

駅ホームにおける異常検知および通知による安全確保支援の実現に関する実証。 

行政 

サービス 
福井県永平寺町 

２－３－① 

５Ｇを活用した雪害対策（除雪作業の効率化）に関する実証試験 

除雪車の位置や除雪状況の映像をリアルタイムに伝送することによる、自治体  

職員の負担軽減、除雪車運転手のスキルアップなどの実現に関する実証。 

地場産業 長野県長野市 

２－４－① 

５Ｇを活用したゴルフ場でのラウンド補助に関する実証試験 

ゴルフ場でのリアルタイム映像伝送およびボールの落下位置推定などによる、  

新しいゴルフ体験およびプレーの回転率向上の実現に関する実証。 



図１． 全国各地で実施された５Ｇ総合実証試験 

 

 

 

今後も、ドコモはこれまでの研究開発で得た技術やノウハウを基に、さまざまなパートナーと連携し、  

幅広いアプリケーション・サービスを組み合わせた新たな５Ｇ活用サービス創出に取り組んでまいります。 

 

 

■試験パートナー一覧（順不同） 

サン電子、ＣＢＣクリエイション、中部日本放送、ＣＢＣテレビ、愛媛大学、愛媛県、住友重機械搬送システム、

浅川造船、仙台放送、ソニービジネスソリューション、前橋市、ＩＣＴまちづくり共通プラットフォーム推進機構、

前橋赤十字病院、前橋市医師会、前橋市消防局、前橋工科大学、日本電気、和歌山県、 

和歌山県立医科大学、東京女子医科大学、Ｈ２Ｌ、沖縄ＩＴイノベーション戦略センター、 

ＳＯＭＰＯホールディングス、ＮＴＴコミュニケーションズ、ミライト、富士通、長野京急カントリークラブ、 

伊藤忠テクノソリューションズ、富士通ビー・エス・シー、阪神電気鉄道、永平寺町、パナソニック、 

ジビル調査設計、大分県、オートバックスセブン、大分交通、日本電信電話 

 



※１ 総務省「令和元年度５Ｇ総合実証試験の開始」（２０１９年８月１６日発表） 

    https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000390.html 

※２ 総務省「平成３０年度５Ｇ総合実証試験の開始」（２０１８年９月１４日発表） 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000347.html 

※３ 総務省「５Ｇ利活用アイデアコンテストの結果」（２０１９年１月１１日発表） 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban14_02000369.html 

＊ 「ドコモオープンイノベーションクラウド」は㈱ＮＴＴドコモの商標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

第一法人営業部 
ＴＥＬ：０３－５１５６－２６４１ 



 

 

実証試験の概要 

 

１．「屋外環境において複数基地局、複数端末の環境下で平均４－８Ｇｂｐｓの超高速通信を可能とする  

第５世代移動通信システムの技術的条件等に関する調査検討」 試験内容 

 

１－１．「医療・介護」分野 

１－１－①．５Ｇを活用した高度遠隔移動診療に関する実証試験 

２０２０年１月８日（水）和歌山県日高川町にて、和歌山県、和歌山県立医科大学および東京女子

医科大学の協力のもと、都市部と地方の医療格差の問題を解決する遠隔診療の高度化に関する 

実証試験を昨年度に引き続き実施しました。今年度は昨年度までの実証内容に加えて、高度診断・

治療が可能な高機能移動診療車からの高精細なカメラ映像や医療機器の出力映像の伝送を    

４．５ＧＨｚ帯の５Ｇ無線装置を用い行いました。５Ｇを活用した高精細映像を通じて遠隔地の診療所

および移動診療車でも専門医と連携した診察が行えることを確認でき、大学病院の医師からも５Ｇで

高精細映像が届くことで目の前で見ているような感じで診療でき、従来のものとはレベルが違うと  

感じたというコメントをいただきました。今回の実証で移動診療車を活用し、より高度な診断を行える

ことが確認できたことにより、今後は山間部の地域などにおける診療レベルを向上させることが期待

されます。 

 

 

 

図２ ５Ｇを活用した高度遠隔移動診療に関する実証試験 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 



１－１－②．５Ｇを活用した救急搬送高度化に関する実証試験 

２０１９年１０月３１日（木）群馬県前橋市にて前橋市、前橋市消防局、ＩＣＴまちづくり共通プラット  

フォーム推進機構、前橋赤十字病院、前橋工科大学、前橋市医師会らの協力のもと、５Ｇを活用した

救急医療分野の実証試験を昨年度に引き続き実施しました。今年度の実証内容は２８ＧＨｚ帯の５Ｇ

無線装置を用いて、救急車に搭載した５Ｇ装置から高精細カメラ映像などをドクターカーや救急指定

病院、かかりつけ医へ一斉配信し、患者の受入先・受入方法検討の時間短縮、症状の早期共有を

想定した検証を行いました。映像伝送においては通信方向の上り、下りそれぞれで１５Ｍｂｐｓ以上を

実現し、ＬＴＥでは困難と思われていた高精細エコー映像や心電図の伝送が可能であることを確認 

しました。また、一斉配信のデータ伝送を行い、５Ｇを用いた高精細映像の伝送が救急搬送時に   

おける傷病者の早期の容体の把握、早期の医療処置につながることを確認しました。今後は救急 

隊員の装備、救急車やドクターカーの機材などのさらなる高度化を図ることで、新たな救急医療の 

展望が期待されます。 

 

   

図３ ５Ｇを活用した救急搬送高度化に関する実証試験 

 

 

 

１－１－③．５Ｇを活用した高精度顔認証およびセンサによる見守り・行動把握に関する実証試験 

２０２０年２月４日（火）、２月５日（水）広島県広島市において、ＳＯＭＰＯホールディングス、日本 

電気の協力のもと、４．５ＧＨｚ帯の５Ｇ無線装置を介護施設内に設置し、見守り・行動把握として５Ｇ

ネットワークを利用した食事管理サービスに関する検証を行いました。５Ｇを経由し画像伝送を活用

した顔認識による禁食アラートや個人ごとの残食管理ができることを確認し、介護施設職員の業務

の一部をシステムで代行することで、現場職員の業務軽減が期待できることを確認しました。 

 



  

図４ ５Ｇを活用した見守り・行動把握に関する実証試験 

 

１－２．「観光」分野 

１－２－①．５Ｇを活用したリアルタイムクラウド編集・中継ソリューションに関する実証試験 

  ２０１９年１２月１９日（木）、宮城県仙台市にて仙台放送、ソニービジネスソリューションの協力の

もと、イベント中継時、５Ｇネットワークを利用した映像伝送、映像編集できるサービスの実現に向け、

ドコモの５Ｇプレサービスエリアにて検証を行いました。屋外のイベント会場内で、４台のカメラによる

ライブ映像（約２４Ｍｂｐｓ）を途切れることなく遠隔地から配信を行えることおよび５Ｇを活用すること

により、大規模な中継設備を使用することなく配信用映像の送信および放送局以外の場所で編集・

配信作業を行える可能性を確認しました。  

 

図５ ５Ｇを活用したリアルタイムクラウド編集・中継ソリューションに関する実証試験 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－２－②．５Ｇ×ＢｏｄｙＳｈａｒｉｎｇを活用した沖縄県の観光振興に関する実証試験 

２０２０年２月２５日（火）から２７日（木）の３日間、沖縄県において、Ｈ２Ｌ、沖縄ＩＴイノベーション 

戦略センターの協力のもと、新しい観光スタイルの実現をめざし、遠隔地からでも観光地と同様に  

アクティビティを仮想体験できるサービス検証を実施しました。この試験では、沖縄県名護市の沖縄

工業高等専門学校の屋外プールに４．５ＧＨｚ帯の可搬型基地局を使用してエリアを構築し、      

５ Ｇ デ バ イ ス を 搭 載 し た カ ヤ ッ ク ロ ボ ッ ト と ５ Ｇ プ レ サ ー ビ ス エ リ ア で あ る                        

ドコモ５Ｇオープンラボ® ＯＫＩＮＡＷＡに設置したカヤックロボットを遠隔制御するマスターシステムを

接続し、高画質の映像伝送およびカヤックロボットの操作感について検証を行いました。体験者から

は５Ｇを介した映像伝送および遠隔地のカヤックを操作し、没入感が高い観光体験ができたとの   

コメントをいただき、今後の観光アクティビティにおける遠隔体験実現の可能性を確認できました。 

 

図６ ５Ｇを活用した観光振興に関する実証試験 

 

 

 

１－３．「労働力」分野 

１－３－①．５Ｇを活用した高技能工員の労働安全確保に関する実証試験 

２０１９年１２月７日（土）、８日（日）、愛媛県今治市において、愛媛大学、浅川造船、住友重機械 

搬送システムおよび愛媛県の協力のもと、浅川造船所内のクレーンによる玉掛作業時に死角と   

なっている場所の状況を２８ＧＨｚ帯の５Ｇ無線装置を経由し、運転台へ高精細映像を送信しながら

安全に作業できる環境を実現できるか試験を行いました。この試験により死角となる地点の２Ｋ   

低遅延映像（５０～６０Ｍｂｐｓ）をクレーン運転台に設置したディスプレイへ安定して伝送し、高精細 

映像を確認しながら作業を行うことで、より安全に玉掛作業およびクレーン操作ができることを確認 

しました。また、死角が確認できるだけでなく、つり下げ映像から荷物の重心を確認するなど、通常 

見ることができない角度の映像を伝送することにより、造船業におけるクレーン関連作業における 

安全性がさらに向上することが期待されます。 

 



 

図７ ５Ｇを活用した労働安全確保に関する実証試験 

 

 

１－４．「教育」分野 

１－４－①．５Ｇを活用した伝統芸能の伝承（遠隔教育）に関する実証試験 

２０１９年１０月２７日（日）に岐阜県中津川市にてＣＢＣクリエイション、中部日本放送、ＣＢＣテレビ

の協力のもと、歌舞伎師範と複数の歌舞伎教室間を２８ＧＨｚ帯の５Ｇ無線装置で接続し、４Ｋ映像に

よる双方向コミュニケーションを行いながら演技指導を実施する試験を行いました。４Ｋライブ映像を

同時に４ストリーム伝送し、複数教室の生徒と師範との間で歌舞伎の目線の動きなど細かな所作  

まで臨場感をもって指導できることを確認しました。多地点の遠隔授業は、場所にとらわれない指導

を効率的に行うことが期待でき、高齢化や人口減少で後継者不足になっている伝統芸能の伝承に 

活用することが期待でき、テレビ放送などと連携することで多くの人々が歌舞伎に触れる機会を増加

させ、地歌舞伎に興味を持つ人々が増えることにより、観光事業の活性化への貢献も期待されます。 

  

図８ ５Ｇを活用した遠隔教育に関する実証試験 

 

 

 

 

 

 

 



１－５．「モビリティ」分野 

１－５－①．５Ｇを活用した音の視覚化による生活サポートに関する実証試験 

２０１９年１０月２３日（水）に岐阜県中津川市にてサン電子の協力のもと、２８ＧＨｚ帯の５Ｇ無線 

装置を利用し、聴覚障がい者への新しい生活支援サービスをめざし、周囲の危険音などを検知し、

視覚情報として伝えるサービスの検証を行いました。検知した音からスマートグラス上に視覚化した

情報を表示し、聴覚障がい者向けに注意を促すことおよび危険を知らせるための動画や３Ｄモデル

データといったコンテンツを１秒以内に再生処理開始することが確認できました。今後は音に反応  

してコンテンツを表示するという仕組みを利用し、生活支援だけではなくエンターテインメント分野など

多方面での活用が期待されます。 

 

 

図９ ５Ｇを活用した音の視覚化による生活サポート実証試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．「移動時において複数基地局、複数端末の環境下で平均１Ｇｂｐｓを超える高速通信を可能とする   

第５世代移動通信システムの技術的条件等に関する調査検討」 試験内容 

 

ドコモはＮＴＴコミュニケーションズとともに、移動環境で複数基地局、複数端末の環境下での５Ｇ無線

伝送を想定した実証試験を実施しました。 

 

２－１．「モビリティ」分野 

２－１－①．５Ｇを活用した濃霧の中での運転補助に関する実証試験 

２０２０年２月１２日（水）に、大分県、オートバックスセブン、大分交通による協力のもと、大分県の

高速道路および昭和電工ドーム大分にて、サーマルカメラおよび４Ｋカメラと画像認識を活用し、５Ｇ

を介して視界不明瞭な濃霧の中でも車線や前方の車両を運転手が認識可能な、運転支援システム

の可能性についての検証を日本で初めて実施しました。本実証試験では、人工的に濃霧を発生させ、

車両に搭載したサーマルカメラと４Ｋカメラの画像を、５Ｇの高速・大容量と低遅延の特長を生かし、

クラウド上の画像解析ＡＩへ伝送し、前方車両などの障害物をヘッドアップディスプレイに表示しました。

走行する車両において、ＡＩ解析した検知結果により、目視では確認困難な障害物などの情報を補助

情報として運転手に通知することで、安全な走行につながることを確認しました。 

 

図１０ ５Ｇを活用した濃霧の中での運転補助に関する実証試験 

 

２－２．「防災・減災」分野 

２－２－①．５Ｇを活用した地下鉄安全確保支援に関する実証試験 

２０２０年１月１０日（金）、１月１７日（金）、１月２４日（金）、２月７日（金）の延べ４日間に、阪神  

電気鉄道、伊藤忠テクノソリューションズ、富士通ビー・エス・シーの協力のもと、大阪府大阪市    

阪神電気鉄道福島駅において、列車内の映像や駅ホームの映像を５Ｇを介しＡＩ解析サーバへ伝送

し、異常行動や禁止区域への立ち入りなどを自動検知し、駅員のスマートフォンへ通知することに  

よる安全確保支援の実現可能性について確認しました。実証試験では、２８ＧＨｚ帯を使用し、    

列車内の移動局が見通し外の約３００ｍの距離から基地局と接続可能であり、ホーム停車までの  

間に撮影映像を伝送し、駅員に対して異常発生の対応を促すことが可能であることを確認しました。

５Ｇを応用することで、人手を介さずに異常を正しく検知し、駅員に通知されることが確認でき、到着

した列車に駆け付けたりするなど、安全確保支援サービスとしての活用が期待できます。 



  

図１１ ５Ｇを活用した鉄道地下区間安全確保支援に関する実証試験 

 

 

 

２－３．「行政サービス」分野 

２－３－①．５Ｇを活用した雪害対策（除雪作業の効率化）に関する実証試験 

２０２０年１月２７日（月）から１月３１日（金）の５日間に、永平寺町、パナソニック、ジビル調査設計

の協力のもと、福井県永平寺町四季の森文化館周辺において、パトロール車および除雪車両からの

高精細映像を対策本部へ伝送する試験を実施しました。この試験では、走行する除雪車からの   

積雪・除雪状況の４Ｋ３６０度カメラの映像を５Ｇを介し伝送し、対策本部や住民に対して迅速な情報

提供が可能となることを確認しました。除雪車の位置や積雪・除雪状況を映像で確認できることに 

より、除雪作業において的確な指示が可能になること、および住民サービスの向上が期待できます。

また、遠隔から除雪車操縦の支援を行うことにより、オペレーターのスキル向上や除雪作業における

安全性の向上も期待できます。 

 

図１２ ５Ｇを活用した雪害対策（除雪作業の効率化）に関する実証試験 

 

 

 

 

 

 



２－４．「地場産業」分野 

２－４－①．５Ｇを活用したゴルフ場でのラウンド補助に関する実証試験 

２０１９年１１月１１日（月）から１１月１５日（金）の５日間に、ミライト、富士通、長野京急カントリー

クラブの協力のもと、長野県長野市 長野京急カントリークラブの１番ホールにおいて、２８ＧＨｚ帯の

５Ｇ通信エリアを構築し、ショット映像を４Ｋ３６０度カメラで撮影しＡＩ解析することで、ボールの落下 

地点推測結果やプレー状況のライブ映像を次世代ディスプレイカートへ表示する実証試験を実施  

しました。これにより、複数基地局設置、複数端末を接続した環境下で５Ｇ端末を搭載した次世代 

ディスプレイカートを移動させる中でも、４Ｋライブ映像を安定して伝送することに成功したほか、  

ボールの落下位置推定サービスによりプレー回転率の向上が見込める結果が得られ、キャディ  

不在時の代替サービスとしての効果や、サービス提供による県内外からの利用者の増加など、地方

創生への貢献も期待されます。 

 

図１３ ５Ｇを活用したゴルフ場でのラウンド補助に関する実証試験 

 

２－５．電波伝搬測定 

２－５－①．超高速移動環境における電波伝搬特性の測定 

  ２０１９年１０月２５日（金）、１２月４日（水）、１２月５日（木）の延べ３日間にわたり、三重県鈴鹿市

に所在する鈴鹿サーキットにおいて、ダンディライアン、ＮＴＴコミュニケーションズ、日本電信電話と 

ともに、超高速移動環境における電波伝搬特性に関する実証試験を実施しました。本実証試験では

基地局より送信した４．６ＧＨｚ帯および２８ＧＨｚ帯の無変調信号を、最高時速２８６Ｋｍで走行する 

ダンディライアン保有のスーパーフォーミュラカー運転席前方に搭載したアンテナで受信し、電波の

減衰を示す伝搬損失特性および端末が移動する際に発生する電波の周波数遷移を示すドップラー

特性を観測しました。伝搬損失特性の観測では、距離に対する電波の減衰傾向から、自由空間損失

とほぼ同傾向となることを確認できたことから、観測を行った環境では目視において確認できる状況

と同等にサーキット会場が見通し環境であることを確認しました。ドップラー特性の観測では、時速 

２８６Ｋｍにおける計算上の最大ドップラー周波数である約１．２ｋＨｚ（４．６ＧＨｚ帯） および７．４ｋＨｚ

（２８ＧＨｚ帯）に対して、測定においても同等のドップラー特性となることが確認できました。 

 



 

図１４ 超高速移動環境における電波伝搬特性に関する実証試験 

 

 

３．参画組織の役割 

参画組織 役割 

ドコモ 

・試験グループＧⅠ実証試験全体の推進・統括 

・５Ｇ試験環境の構築および無線伝搬試験の実施 

・医療・介護、労働力分野における映像・音声ソリューションの構築 

日本電気 

・５Ｇ無線装置（４．５ＧＨｚ帯・２８ＧＨｚ帯）の提供 

・無線伝送試験および伝搬試験の実施 

・顔認証技術を活用したソリューションの提供 

サン電子 
・音の視覚化による生活サポートに関する実証試験の実施 

・スマートグラスの提供 

ＣＢＣクリエイション ・遠隔教育の実証試験の実施 

中部日本放送 ・遠隔教育の実証試験の映像コンテンツ作成 

ＣＢＣテレビ ・遠隔教育の実証試験の映像伝送試験 

愛媛大学 ・造船所における労働安全確保に関する実証試験の実施および評価 

愛媛県 ・造船所における労働安全確保に関する実証試験の関係者調整 

住友重機械搬送システム ・造船所における労働安全確保に関するクレーン情報の提供 

浅川造船 
・造船所における労働安全確保に関する実証試験場所の提供、   

クレーン作業従事者の参加、試験評価 

仙台放送 
・映像のリアルタイムクラウド編集・中継ソリューションに関する実証 

試験の実施、および評価 

ソニービジネスソリューション 
・映像のリアルタイムクラウド編集・中継ソリューションに関する実証 

試験の環境提供 



前橋市 

・緊急搬送高度化に関する実証試験の関係者調整、実証試験の実施

フィールド提供・救急搬送高度化ソリューションに関する実証試験の 

試験環境提供 

ＩＣＴまちづくり共通プラット   

フォーム推進機構 

・緊急搬送高度化に関する実証試験における公的個人認証サービス

の提供、実証試験のサポート 

前橋赤十字病院 
・緊急搬送高度化に関する実証試験の救急医療面での知見提供、 

医療従事者の参加 

前橋市医師会 
・緊急搬送高度化に関する実証試験の救急医療面での知見提供、 

医療従事者の参加 

前橋市消防局 
・緊急搬送高度化に関する実証試験の救急活動面での知見提供、 

救急車および救急隊員の参加 

前橋工科大学 
・緊急搬送高度化に関する実証試験の救急搬送支援システムの   

提供・試験に係る知見の提供 

和歌山県 ・遠隔診療に関する実証試験の関係者調整 

和歌山県立医科大学 ・遠隔診療に関する実証試験の実施フィールド提供 

東京女子医科大学 ・遠隔診療に関する実証試験の評価者として医療従事者の参加 

Ｈ２Ｌ ・沖縄県の観光振興に関する実証試験のソリューション提供 

沖縄ＩＴイノベーション戦略 

センター 

・沖縄県の観光振興に関する実証試験の実証場所提供 

ＳＯＭＰＯホールディングス 
・高精度顔認証およびセンサによる見守り・行動把握に関する実証 

試験の実証場所の提供 

ＮＴＴコミュニケーションズ ・試験グループＧⅡ実証試験全体の推進・統括 

ミライト 
・ゴルフ場でのラウンド補助に関する実証試験のシステム環境構築 

および分析 

富士通 
・ゴルフ場でのラウンド補助に関する実証試験の落下地点予測、４Ｋ 

３６０度映像伝送サービスの提供 

長野京急カントリークラブ 
・ゴルフ場でのラウンド補助に関する実証試験の実証試験場所の提供

および実証サービスの利用評価 

伊藤忠テクノソリューションズ ・鉄道地下区間安全確保支援に関する実証試験のソリューション提供 

富士通ビー・エス・シー ・鉄道地下区間安全確保支援に関する実証試験のシステム環境構築 

阪神電気鉄道 
・鉄道地下区間安全確保支援に関する実証試験の試験用地下鉄車両

の運行と試験環境の提供 

永平寺町 
・雪害対策（除雪効率化）に関する実証試験の実証場所提供および 

関係者調整 

パナソニック 
・雪害対策（除雪効率化）に関する実証試験の４Ｋ３６０度ライブカメラ

などを活用した実証試験の実施 

ジビル調査設計 ・雪害対策（除雪効率化）に関する実証試験のソリューション提供 



 

＊ 「ドコモ５Ｇオープンラボ」は㈱ＮＴＴドコモの登録商標です。 

大分県 
・濃霧中の運転補助に関する実証試験の実証場所提供および地元 

企業対応 

オートバックスセブン 
・濃霧中の運転補助に関する実証試験のカメラおよび高精細地図を 

用いたソリューションの企画・構築 

大分交通 
・濃霧中の運転補助に関する実証試験の高速バス提供、高速バス 

運転 

日本電信電話 
・超高速移動環境下における無線伝搬試験の実施および、データ  

解析 


